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〈 目 的 〉  本県における家庭教育の推進に向けて、喜多方市山都地区小中学校連合

PTAを対象に講座を行い、親子の学び・家庭での実践活動を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１＜テーマ設定の理由及び実践活動のねらい＞ 

   山都小・中学校区内における家庭教育の推進に向けて、児童・生徒のＳＮＳとのつきあ

い方をテーマに講座を行い、親子の学び及び家庭での実践活動を支援する。 

２＜要 点＞   

（１）デジタル・シティズンシップ 

○ 危険なものとの折り合い方 

（２）フェイクニュースとメディアリテラシー 

○ メディアリテラシー能力を高める 

○ フェイクニュースにだまされない 

（３）生成ＡＩの登場 

○ 生成ＡＩの特徴と使い方 

○ 生成ＡＩがもたらすリスク 

（４）フェイクニュースへの対応ポイント 

（５）生成ＡＩ活用者としての注意点 

  〇 生成された情報の正確性と信憑性 

  〇 中学生の生成ＡＩ活用例 

  

 

喜多方市山都地区小中学校連合ＰＴＡにおける講座 
◆と き 令和６年７月１７日（水）  

◆ところ 喜多方市立山都中学校 多目的ホール 

◆参加者 ７５名（生徒、保護者、教職員、学校運営協議会会員等） 

◆講 演 演題：「AI時代のメディアリテラシー」 

～スマホ・ネットとの上手なつきあい方～ 

     講師：会津大学 短期大学部 産業情報学科 教授 中澤 真 氏  

〇 ＡＩは便利だけれど、ＡＩの言っていること全てが正しいとは限らないことや、正しくＡＩを活用する

ことをこの講座を通して学ぶことができました。（中学生） 

〇 生成ＡＩの便利さの裏側に潜む危険性について具体的に知ることができました。正しい情報を取捨選択

しながら、自分も上手に活用できるよう気をつけたいと思いますが、子どもたちにも働きかけていきたい

です。（教職員） 

〇 生成ＡＩによるフェイクニュースの作成などが簡単にできる世の中になっています。ネット情報には、

フェイクニュースがあることを子どもたちへ教えていきながら、一緒に正しい情報の取り方や、真実を見

抜くポイントを考えていきたいです。（保護者） 


